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It is commonly observed that older adults exhibit more problems in using new a1廿facts，especially 
devices related to information-and-communication technology. Althoug副hsuch difficulties a訂re1悶1aむ1凶1廿ly
attributed to cognitive a剖I口1d/orperceptualト-n嶋.
41 
motivational charη1ges. ln this study， we focus on the characteristic behaviors of older adults who are 
attempting to use some new device， namely“timidity to use"， including avoidance of using the device， 
hesitation or reluctance to press any buttons， and excessively confirming the right button to press. 
Seven items were selected for the scale of timidity to use artifacts， as confirmed by the results of 
principal component analysis. Analyses of the responses from 196 healthy older adults for the timidity 
scale indicate that it has sufficient reliability and criterion-related validities. 1n addition， the scale 
indicates some relationships between the frequencies of using artifacts and di百icultieswith using them， 
which implies that the scale also has validity for daily-life activities. 




フォンやタブレットなどの 1CT(1nformation and 
Communication Technology:情報通信技術)機器を
利用する生活が様々に構想されている。例えば，総

























I~l を理解する包括的な枠組として，原田 (2009) は
14層モデル」を提案した (Figure1)。これは高齢
者特有の使いにくさを帰納的にまとめたモデルであ










人性主H~ J聴が挙げられる CFisk，Rogers， Charness， 


















Figure 1: 41畜モデjレ(原町、 2009)














































































































































誼き換え. 9項告を抜粋したもの (9項目は rlable3 
に示す)
































































(2)J. 1少しあてはまる (3)J. 1よくあてはまる












て， 4宇!こ法 (13さくなかった (1)J. 1あまりなかっ













2 )みんラボにおけるデータベースは.連絡先. ~r ï'JíT など
個人 j情報とは切り離し 1 分析の際は，データベース笠
銭番号(会員番号とは別の番号を付与)のみを用いた。
111 中 fljl 之輔‘Jjf(1丑悦子・藤Jj~:þ喜志・須藤 智'高齢者を対象とした人工物利用における i'!市がりj尺度作成の試み 45 
刺激欲求古洋(1989)の刺激欲求尺度・抽象表
現項 I~I 版 15項目のうち，高齢者への調査に適すると
考えられる 3下位尺度11項自を用いた。すなわち，
3つの下位尺度として，スリルや危険に関する 5項





















知的 )JI]齢社1JI支として MMSE(Mini-Mental State 











ることJ)のi君事jU支(5 f牛法:1大変やさしい(1 ) J. 










78~きl' 平均年齢70.l j~立 ， SD=4.64)。
怖がり尺震の主成分分析
怖がり尺度 9項目について，主成分分析を行っ
た。その結果. 7 J~[ EIは第 1主成分において負荷量
が高く. 2項目 (1使う前には，説明書をよく読む上
「使う ~Tには，あらかじめイ吏い方を詳しく Ij'lれ 1 て確
認しておく J) は第 2主成分での負荷量が高かった











9]J~ I~I 7項目 記述統計長
負担;量共通性負街琵:共通tl:. 平均 (5])) 
1.他の人から勧められでも，使うことを遠癒することが多い .69 .48 .70 .48 
2.使わなくても済むモノは使わないよつにしている .62 .40 .6] .38 
3.使わなければならない状況を，できる|浪り避けるようにしている .72 .51 .72 .52 
4 操作しようと思って-)支出した手を，引っ込めることがある .74 .58 .76 .57 
5.ボタンがあったとしても e どこを押すのかわからずl なかなか押せない .82 .73 .84 .70 
6.ボタンを押したり 1 レバーを動かしたりすることをためらうことが多い .82 .72 .84 .70 
7.使い方を知っている人が側にいる 1寺だけ，使うようにしている .75 .56 .74 .5 
8.使うl'i~こは，説明書をよく読む .21 .72 
9.使う前には.あらかじめ強い方を詳しく開いて雑誌しておく .36 .75 























































記述統計量 利用経験 SD (l~ j犬態不安~守|生不安 刺激欲求 公的平均 (SD) 成功経験失敗経験 好き 得意 全体 TAS Dis ES 自意識
怖がり尺j支 2.32 (0.62) 一.3 本* .42本本 -.42本* 一.4 • * 49卒事 .41端本 一.16 一.19ホ -.06 一.06 20稼
成功経験 2.83 (0.62) -.36車場 .60字率 .61 oO' 一.56*本ぺ32ヰキ .26等市 16キ 24キ本 .23本事 一.13
うた敗経験 2.41 (0.62) 一.29* *ぺ40ホ* 55本* .5 本市 -.02 06 .01 03 .34キ*
好き 4.37 (0.89) .76ホキ ー.63ホ本ー.31本* .40帯キ .34本市 .31 ** .26本半 .16半
得意 3.84 (0.91) 一.67彦事 -.31本本 .35 *. .30 "本 .20箪 29水本 一.21* 
状態不安 2.03 (0.50) .53 *本山.26本*一.21" 一.18キ -.21本* 21本
特性不安 1.89 (0.42) 一.17" -.15 .19キ 一.04 .16キ*
刺激欲求全体 3.12 (0.70) .87 "* 65本* .71 * * .05 
TAS 2.67 (0.97) .31本本 .42 *キ ー.02
Dis 3.09 (0.88) .36キ率 1 
ES 3.90 (0.83) .09 
日戸<.01，リ<.05












































年齢 教青年数 MMSE 
ユF.均 (SD) OP不安 TEC不安 接近前i望
2.30 (0.60) 26事* .20 " .01 、13 一.07 09 
作j報機器不安尺j支
OP不安 2.20 (0.83) .31 *本一.16 .03 一.43本* 一.08
TEC不安 2.49 (0.57) 一.21本 .04 ー.15 07 
接近!政望 2.04 (0.58) -.20本 .03 .13 
年齢 69.89 (4.59) .02 16 
教脊ゴj:数 13.64 (2.37) .03 
MMSE 28.31 (1.87) 
所有数 14.58 (2.49) 
手Ijm好{度 2.33 (0.34) 
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